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リスクアセスメントに基づく自律的な化学物質管理の強化などを目的とした省

令の改正が行われました。リスクアセスメントの結果に基づく措置として労働者に

呼吸用保護具を使用させる場合、呼吸用保護具の使用は、①優先順位が上位のばく

露低減措置が困難な場合の最後の手段であること。②労働者の意見の聴取が必要な

こと、③保護具着用管理責任者の選任と管理が必要なこと、④定期的なフィットテ

ストが必要なことなどに留意下さい。ばく露の低減措置として呼吸用保護具の使用

を選択する場合の留意点を下記に示しました。 

 

 

環境･健康 

ばく露低減措置として呼吸用保護具の使用を選択する場合の留意点 

 留意点 備考 

ばく露低減措置 

の基本的考え方 

（優先順位） 

保護具については、適切に選択され、使用さ

れなければ効果を発揮しないことを踏まえ、

本質安全化、工学的対策等の信頼性と比較し、

最も低い優先順位が設定されていることに留

意する。 

「化学物質による健康障害防止

のための濃度の基準の適用等に

関する技術上の指針」の制定に

ついて（基発 0427 第 2 号、令和

5 年 4 月 27 日） 

労働者の意見の 

聴取 

安衛則第 577 条の 2 第 1 項、第 2 項、第 8 項

の規定により講じたばく露低減措置等につい

て、関係労働者の意見を聴くための機会を設

けなければならない。 

安衛則第 577 条の 2 

（ばく露の程度の低減等） 

保護具着用管理

責任者の選任 

リスクアセスメントの結果に基づく措置とし

て、労働者に保護具を使用させるときは、保

護具着用管理責任者を選任する。 

安衛則第 12 条の 6 

（保護具着用管理者の選任等） 

 

保護具着用管理

責任者の職務 

①保護具の適正な選択に関すること 

②労働者の保護具の適正な使用に関すること 

③保護具の保守管理に関すること 

呼吸用保護具の 

装着の確認 

(フィットテスト) 

呼吸用保護具の適切な装着を 1 年に 1 回、定

期に確認する。 

※フィットファクタが要求フィットファクタ

を上回っていることを確認する。 

技術上の指針公示第 24 号 

（令和 5 年 4 月 27 日） 
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